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　近年，徳島県吉野川 で は ，ス ジ ア オ ノ リ Enteromor一

ρ勿 μo彫 觚 の 養殖 が 盛 ん に 行 わ れ ，全 国 生産 量 の

50％ 以 上収穫 され て い る。1） しか し，そ の 収穫量 は 年変

動 が大 き く，収量を安定させ る こ とが難 しい
。 そ こ で，

ス ジ ア オ ノ リの生理 特性の 解明や 品種 選 抜 な ど基 礎 的 研

究 が 重要 と考え られ る 。 本研究 で は，吉野川産 ス ジ ア オ

ノ リ の 1 個 体か ら胞 子 を放 出 さ せ，ク ロ
ー

ソ 藻体の 成

長量 に対 す る 温度の 影 響 を調 べ た 。

　実験方法 は ， 吉野川産ス ジ ア オ ノ リ 1個 体の 先端部

分 を剃 刀 刃 で 1〜2mm に刻 ん で 切 り出 し，その 藻体片

（20〜30 片） を滅菌海水 で よ く濯 い で か ら シ ャ
ー

レ （高

さ 1．5cm 　x 幅 9cm ）に 入 れ PES 培地 20 　ml で 培 養す

る こ とで 成熟誘導を行 っ た。2｝培養条件 は ，温度 20℃ ，

白色蛍光灯 25μm ・11s！m2 ，明期！暗期 ＝ 12 時 間 112時

間，明 期 6 時〜18 時 に設定 した。そ の 培養条 件下 で 2

日 後，藻 体 片 か ら 4 本鞭毛の 生 殖 細 胞 が 放 出 さ れ た。

放 出され た 4 本鞭毛生殖細胞 を シ it・一レ に播種 し，上

記 培 養条件 で 静置培養した 。 約 2 週間後，5mm 前後に

生育 し た 葉体を 三 角 フ ラ ス コ （300m1 サ イ ズ） に 移 し

た。葉 体を 15個体入 れ た 三 角 フ ラ ス コ を 5 個用意 し，

そ れ ぞ れ を 温度勾配恒温器 （T（｝
−20〔｝−AD ，日本医化器

械 製作所） の培養温度 10，15，20，25，30℃ 実験区 に 置 き

（Fig．1），上記 と同 じ光条件 下 で 通気培養 を開始 した

（0 日 とす る）。こ の よ うに ，同
一
藻体か ら成熟誘導 され

た ク ロ ー
ン 藻体に つ い て ，2〜5 日 ご と に PES 培地

250　ml を 交 換 し葉長 を計測 した 。 30℃ で培養 した 個 体

は 10個体，そ れ 以外 は 12 個体の 平 均 葉長 と標準偏差

を求めた 。

Fig．1．　CUIture　ofEnte γomoiphaProlifera 　in　the 　in−

　 　 cubator 　with 　five　rooms 　of　different　tempera −

　 　 ture．

　葉長 の 変化 を Fig．2 に ，成熟藻体数 の 割合 の 変化 を

Table　1 に 示 す 。14 日 目ま で 成長は温度 が 高 い ほ ど速

か っ た が，25℃ 下 と 30℃ 下 で は ほ とん ど差が な か っ た

の で ， こ れ らの 温度 の 前後で 成 長速度が最大 に達す る と

考 え ら れ た。しか しそ の 後，温度が高い 培養区か ら順次

成熟 した （Table　1）。30℃ 下 で は 14 日 目に ，25℃ 下

で は 21 日 目，20℃ 下 で は 25 日 目，15℃ 下 で は 39 日

目 に 初 め て 胞 子 の 放 出 が起 こ っ た。10℃ で は 実験期間

内で 成熟はみられ な か っ た 。 成熟は藻体の 先端で 生 じ，

胞子 を放出 した 細胞 は 流出 した 。 そ の た め，葉長は成長

量 か ら成熟部分 （流失量）を 差 し引い た 長 さ とな っ た。

30℃ 下 の 場合 ，最初 に 成熟 した後は，次第 に藻体 の 下

方 の 細胞 で も成熟 し，葉長は 減少 した。20℃ 下 と 25℃

下 で は，成熟 に よる流失量 と成長 量 が ほ ほ 同 等の た め 葉

長 10cm 前後 で
一

定 で あ っ た u
　 15℃ 下 で も成熟 は す る

が そ の 部 分 は 小 さ く，ま た，成長量 が大 きい た め葉長 は
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増加 した。10℃ 下で は 成長 は遅い が ，成熟し な か っ た

の で，葉長は伸 び続けた 。

　以 上 の 結果は，吉野川河 口 域 に お い て 春 と秋 の 水 温

15℃ 前後 で ス ジ ア オ ノ リの繁殖が 最盛期 に な る こ と と

よ く
一

致 す る 。 ま た，春 に行わ れ る養殖 で は夏に近 づ く

につ れ て藻体の 消失 が著 しい が，そ の こ とは今回 の実験

結 果 で 20℃ 以 上 の高水温下 で 成熟 が早ま る こ とと
一
致

す る 。 現在，徳 島水試 で は 25℃ 以 上 の 高温 下 で ， 成熟

せ ずに栄 養成 長 す る高温耐性株が選抜され つ つ あ る。そ

の よ うな 品種の 選抜 を 重ね る こ とで ，よ り安定 した 収量

を得られ る品種の 作 出 が期待 さ れ る 。
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Fig．2。　Change 　of　thallus　iength　ef 　Enteremo
η）ha
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